
　和歌山市内における自転車盗認知件数は、９月末時点で６７０件（県内全域では１,１３４
件）発生しています。
　この自転車盗のうち、カギを掛けないで盗難被害にあっている割合は、全体の約７３％と
なっています。一方で、カギを掛けているにも関わらずに、盗難被害にあっている割合も約２
７％あります。
　自転車には、カギを掛けるのはもちろん、防犯性能に優れた「シリンダー錠」と「ワイヤー
錠・U字錠など」のカギを２つ以上掛ける”ツーロック”を心がけ、盗難被害から自転車を守
りましょう。　　※数値は全て暫定値。
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不審者対応訓練 ～宮前小学校と和歌山東警察署～

　小学校へ不審者が侵入したと想定して訓練

　平成２６年１０月２２日、和歌山市立宮前小学校において、防犯訓練が行われました。訓練
では、和歌山東警察署の警察官が不審者役となって、高学年の教室内に侵入し、教員らが不審
者から児童を守る手順を再確認していました。
　また、訓練終了後には、和歌山東警察署生活安全課による講演が行われ、「イカのおすし」
などの標語を示しながら、小学校内外で不審者に遭遇した場合の対処方法について説明があり
ました。

約７２％が無施錠で盗難被害に！自転車盗（平成２６年１月～９月末）


